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学力 レ ベ ル の低 い クラス に お ける授業の 工 夫

Ways 　to　Motivate　Underachieving　Students

宮田　学 （名古屋市立大学）

1 ．は じめに

　昨年 4 月 よ り、私 立の 保育系短大の 1 年生 に、週 1 回英語を教 える こ とにな っ た。 こ の

短大で は 入試科 目に 英語が な い た め 、英語学 力 の 低 い学生が 多い と予 想された 。また 、英

語学習に 対する動機 づ けに 欠けるの で はな い か と思 われ た 。 そ こ で 、学生 た ちが 英語 に 意

欲を示 し 、 楽 しく有意義に学習で きるよ うな授業を工 夫 し 、 実践 して みた 。

2 ．何を どの よ うに工 夫 した か ？

　授業で 用 い たテキス トは 、森 田和子 著 r保育 の英語』　 （三 修社）で ある 。 こ れは 、保 育

園で の 1 年にわ た る生 活場 面 を素材に編 まれた もの で 、学生 た ち に と っ て親 しみやす い 内

容で ある と同時 に 、 比較的易 し い レベ ル の 英文や練 習問題 で構成 され て い ると判断 した 。

全 20 課 の うち前半の 10課 を 前期、残 りの 10課を後期で 学習する と いう、ゆ と りの あ る

授業計画を立て 、宮田 な りに新 しい 方式を 考えて 授業を 実施 した 。 大学に お ける従来 の平

均的な授業 と比較 して そ の 特色を まとめて みる と、だい た い 以下の よ うにな るで あろ う。

学習活動 従来の 方式 新 しい 方式

（A） 予復習

（B） 語 彙

（C） 解 釈

（D） 文 法

（E） 音声面

・
予習が 前提 とな る

・単語 を調べ て ある こ とが前提

・1 文 1文 を分析 、解釈、和訳

・必要 に応 じて 解説がある

・
テ

ープを聞 く程度

・
授業 中に 取 り組 む／宿題が ある

・授業 にて プ リン トによ る学習を行 う

・概要把握／重点 方式 （一部和訳）

・文法の基本を計画的に学習

・発音練習や書き取 りを行 う

3 ．最初の授業

　 4 月最初 の 授業は 、 その 後の 授業運営に と っ てきわめて 重要 な位置を 占め る 。 英語 の 授

業で ある こ とを強 く印象づ ける こ と 、 学生た ちの英語力を 把握する こ と、そ の 後の 学 習 に

つ なが るよ うな こ とをね ら っ て 、次の よ うな授業を 試みた 。

　　　（1）Introduction　in　English； 日本語で 要点を確認

　　　（2）「音の つ なが りと変化」 の学習

　　　（3）聞き取 りテ ス ト （空所の 単語 を書き取 るテ ス ト ：20点満点）を実施

　授 業は 、まず英語で 始 まる 。 とき どき 、 右手も し くは左手を挙 げる よ うに指示 が出され

る 。 最初は戸惑い ぎみ に手を挙 げる が 、 教師の 自己紹介、 自分 の 居住地 、年齢あ て ク イズ

と続 くうちに 、 笑 い 声 と と もに手 が挙が るよ うになる 。 授業の 概要を説明 し 、 毎回用 い る

テ
ープレ コ ーダー

の 係 2 人が決ま っ た とこ ろで 、 突然 、 日本語 に切 り替わる 。

　次 に 自然 に話 され る英語を聞き 取るための学習を行 っ て か ら、 　「聞き取 りテス ト」 を実

施 して 、授業を終え る。な お，同 一
の テス トを前期最後の 授業で も実施 した 。 その結果 、

平均点 が 7．39点 か ら 8．43点 へ と上昇 した 。
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4 ．前期 の 授 業

　授業手順 は 、 以下の よ うな も の で あ っ た 。

　　　（1）前課の復習

　　　　i．本文の Cloze　Dictation　ii．基 礎英 文法 の 学 習　“i．宿題 の 答合わ せ

　　　（2）本課の本文の学習

　　　　i．語 彙の 学習　ii．本文の 概要把握 　iii．　Ex，　A 　iv．和訳箇所の 指定 （宿題）

　　　（3）
”Useful　Expressions ”

の 学習

　　　　i．解説　ii．音読練習　 iii．指定 された 表現 の暗唱練習

　　　（4）Ex ，　B
，
　C の 確認 （宿題）

　授業は まず 、 前時の 本文を利用 した 、 空所 を埋め る書き 取 りの 小 テス トか ら始ま る 。 毎

回違 っ た基準で 書き取る単語が 選 ばれ 、文法学習の た め の 材料 とな る 。 品詞 につ い て の 正

しい 理解や、英文構造の 理解な ど、英文法の基 礎を復習する こ とにね らいが ある 。

　こ の 授業で は予習を前提 と して いな い た め 、授業中に理解 する た めの 工 夫が必要 で ある

が、そ の最大のポイ ン トは語彙指導で ある 。 そ こで 、 指導の 必要な単語や表現 を選び 出

し、英英辞典で 一番適切か つ わか りやすい 定義 を探す 。 これ をプ リン トにまとめ て 、 本文

の学習に先だっ て 、 語彙の 学習を行うこ とに した 。 授業で は、英語の 定義を理解 した後

で．適切な 日本語相 当語を与えた 。

　本文の 学習で は、まず挿 絵に関する質問を 日本語で 与えて、大 ざ っ ぱ に本文の 内容を 把

握 させ る 。 その 後で 、さ らに追 加 質問を して 、本文全体の理 解を終え る 。全文和訳 しな い

代わ りに、毎 回 2 つ の 英文 が指定 され、 日本語訳を考えて くる こ とが宿題 となる 。

　予 習を前提 と して い ない ので 、教師の質問や テ キス トの練習問題 に答え るた め の 時間 を

十分 に保証 して や る 必要が あ る 。 こ の た め 、練 習問題の
一部 を宿題 に回す こ とにな る 。

5 ．後期の授業

　前期の 最終授業 に て、授 業ア ンケ ー トを 実施 した 。授業 を受けた 学生 （2 ク ラス 67名
の うち63名が 回答）の94 ％近 くが 、授 業が 「 （とて も）よか っ た」 と評価 して くれ た 。

だが 、 テ キス トが 「難 しい 」 と感じた り 、　 「本文の 和訳が 欲 しい 」 とい う希望の ある こ と

もわか っ た 。 そ こで 、 後期 の授業で は、 2 つ の 変更を加 えるこ とに した 。 そ れ以 外 は、前

期の 手順を基本に して授業を展開した 。

　 1 っ は 、語彙の学習を 2 回行え る よ う に工夫 した こ とで あ る。 また 、語彙プ リン トに 、

日本語の 意味 を推測 して あて る 「ク イズコ
ー

ナ
ー

」 を設 けて みた 。 もう 1 つ は、担 当する

課の本文を 3〜 4 人で共 同 して翻訳する とい うグル ープ活動を取 り入 れた こ とで あ る 。 グ

ル ープ活動の 結果 は清書原稿に して 提 出さ せ 、 教師が添削 した全グル ープの 本文訳を印刷

し 、 定期試験直前の 最後の 授業にて 配布 した 。

6 ，実践を終えて

　最後の 授業で 、 2 つ の変更点につ い て ア ンケー ト調査 した とこ ろ、語彙の 学習 にっ い て

は 91％、全文和訳 の グル ープ活動 にっ いて は85 ％の 学生 が 、 「 （とて も）よか っ た」 と

回答 した 。 大会当日は 、 授業展開の 詳細や ア ンケー ト結果を紹介 しなが ら、学力や意欲の

低下 に対処するため の方策を 参会の 先生方 と話 し合 う予 定で ある 。
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